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今年は，小学部全員でビーラインスポーツ姶良に遠足に行きました。 

天気はあいにくの雨で，バスから下車することはできませんでしたが， 

車窓見学で大いに盛り上がりました。 

日頃，通る道でも友達と見ると違う様子で，キョロキョロしたり，耳を澄ましている表情を

したりとそれぞれに楽しむことができました。公園が見えると，歓声があがり， 

遊具を背景に写真撮影が始まり，たくさんの笑顔を見ることができました。 

 

今年は中学部，高等部一緒に加音ホールでの音楽鑑賞会に出掛けました。 

マリンバ，ピアノ，声楽，サクソフォンの４人の奏者による演奏会で，楽器紹介やソロ演奏 

アンサンブルなどで様々な曲が次々と演奏されました。 

馴染みのある曲に，生徒たちはリズムに乗って自然と体を動かしたり，笑顔になったり, 

集中した表情で聴き入ったりと，それぞれに素敵な音楽のひとときをじっくり味わい, 

楽しむことができました。ホールでの演奏会の雰囲気や生の楽器の音を間近で 

感じながら音楽に親しむ貴重な機会となりました。 
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５月 23日(高等部) 29日(小学部) 30日(中学部) 開催 

令和７年度児童生徒会スローガン「加特の心は１つ １人１人がキラめき 未来に希望を！！～やってみよ

う元気のピース！～」のもと，運動会が行われました。限られた短い練習期間の中で，それぞれの学部，個人

種目や対戦など，一人一人に応じた方法で行いました。また，いきいき学級の動画発表は，「トライ！トライ！

トライ！～体で感じよう・体を動かそう～」でした。元気いっぱい頑張っている様子が発表されました。子供

たちのわずかな手や腕の動きなど特徴を十分に生かした運動会だったと思います。 

周りからは，仲間の競技する姿を応援したり，頑張る子供たちを見守る保護者の温かな眼差しが注がれたり

と，最高に盛り上がった運動会でした。 

【高等部】        【小学部】        【中学部】      【訪問教育学級】 
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「時間の豊かさに気づく場所」      校長  奥村 さゆり 

令和の時代は効率やスピードが重視され，便利になったはずなのに，心のゆとりや自由な時間が失われ，常

に何かに追われて時間が過ぎていきます。そんな中，鹿児島には「薩摩時間」と呼ばれる，時間に対しておお

らかで寛容な感覚があります。現代にはそぐわないと思われがちですが，自然や風土に育まれたゆっくりとし

た暮らしのリズムは，特別支援教育において大きな価値をもちます。加治木特別支援学校では，子ども一人ひ

とりのペースに合わせて時間が柔らかく流れ，「時間ファースト」ではなく「子どもファースト」。成長や変化

のスピードはそれぞれでゆっくり，時には一歩進んで二歩さがることもあります。気長でないと務まりません

が，大きな時間の流れの中では，確かな歩みが見えてきます。 

子どもと共に歩む時間は，信頼を育み，心を通わせる大切な瞬間の連続です。ここには，そんな豊かな時間

が流れています。 

 

学校ブログ 

 



 

小学部では，新入生，転入生それぞれ１人ずつ迎え入れ， 

元気いっぱい，笑顔いっぱいで楽しく活動しています。 

「新入生を迎える会」や「学部集会」では，レクリエーションなどを通して，子供

どうし楽しく触れ合いながら新しい仲間の入学や転入を小学部全員で喜び，お祝いす

ることができました。 

今年度も子供たちの健康や安全を第一に，人や物との出会い，触れ合いを大切にし

ながら様々な教育活動に取り組んでいきたいと思います。 

              

中学部は，毎日笑顔があふれ，昼休みには積極的に中のびフロアに遊びに出て，

学級を超えて友達や教師との関わりを楽しんでいます。 

１学期は，学部歓迎会や遠足，運動会がありました。今年も運動会は学部

ごとの実施でしたが，「ボッチャ＆カーリング」の対抗戦を楽しく行うことが

できました。その他，修学旅行や水泳学習も行われました。２学期以降も，

校外学習やお楽しみ会，立志式や卒業生を送る会などたくさんの学部行事を

計画しています。生徒たちの健康や安全を第一に一人一人の教育的ニーズに

合わせ，支援・活動していきたいと思います。 

               

 

 

高等部は，毎日とても賑やかで，教室，のびのびフロア

には生徒職員の元気な声が響きわたっています。特に昼休みは大盛り上がりで，フ

ロアでボール遊びをしたりピアノに合わせて楽しんだり，学校生活をエンジョイし

ている様子が見られます。 

高等部では１年間を通して，様々な行事がありますが，その中でも「産業現場等

における実習」は，学校生活最後の高等部生にとっては，社会に出て行くための大

切な学習になります。一人一人の「自立と社会参加」に向けて職員もサポートし，応援していきます。 

  

 

訪問教育学級は，隣接する南九州病院のベッドサイドにおいて，季節に合

わせた学習や感触遊び，音楽遊びや体操など，個別の学習を行っています。

また，運動会，学習発表会等の行事には，映像発表で参加しています。なか

には，スクーリングとして学校に登校して行事等に参加する児童生徒もいま

す。それぞれの健康状態に気を配りつつ児童生徒本人や保護者の願い，気持

ちに寄り添いながら，一人一人が自分の力を発揮し，楽しんで学習できるよ

う，日々の学習を大切に取り組んでいるところです。 

 

 
 

 

 

今年度も，スクールカウンセラーの野元 明日香（のもと あすか）先生に本校へ来ていただいて，教育相談

を実施しています。児童生徒や本校職員，保護者の皆様の悩みについて，専門的な立場から御意見をいただけ

るよい機会です。今年度は，８月２５日，９月２４日，１１月２１日，１月２８日を予定しています。スクール

カウンセラーによる教育相談を御希望の保護者の方は，担任へご連絡ください。 


